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大複殖門条虫の人体寄生例追加
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Additional human cases of Diplogonoporus grandis (Blanchard, 1894) Luhe, 1899 infections
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Abstract : In this paper, three human cases of Diplogonoporus grandis infection were
recorded as the 56, 57 and 58 cases in Japan. These fragmented strobilae of the tape-
wormwere spontaneously discharged from a 33 years old female and 40 and 38 years old
males living in Nagasaki Prefecture. After treatment with Kamala (10g), a strobila with
scolex was expelled from the 1st patient. The shape of the scolex was similar to the
14th case in Japan (Koga 1938) and the other morphological features were comparable to
the characteristics of D. grandis. The length of the strobila was 154 cm in the 1st case,
468 cm in the 2nd and 458 cm in the 3rd one, respectively. The 2nd and 3rd specimens
obtained lacked the scolex and terminal segment. Detailed morphological study was made
on the proglottides. The proglottides obtained from the 1st and 2nd cases were immature
and no genital organ was demonstrated by the external observation. However, they were
identified as the tape-worm belonging to genus, Diplogonoporus by the charasteristically
short and broad proglottides measuring about 0.57-0.94 mmin length by 11.5-13.5 mm
in width, and by the double set of genital rudiments in each proglottid which was recog-
nized in the horizontal and transverse or sagittal sections. The proglottid obtained from
the 3rd case was mature and the double set of genital organ could be demonstrated in
each segment. The proglottid measured was 0.34-0.49 mmin length by 16.0-18.0 mm
in width. The uterus in each proglottid contained eggs in the transverse or sagittal
sections.
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は　じ　め　に

大嶺殖門条虫Diplogoi吾oporus graft㎡is 〔Blanchard,

1894〕 Liihe, 1899の我国における人体寄生例は,顔

島,栗本(1894〕が長崎の1男子から得た虫体を記載,

報告したのが最初である.その後,今日まで主として

九州各県,山陰地方及び静岡県等の海岸に接している

地域から杓55例の寄生例が確認されている.このうち

約30例ほ1960年以降に報告されたもので,そのなか
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には肉眼的に生殖器が確認出来ない未熟虫体の寄生例

が多い.

著者ら〔1972〕は先に長崎県在住の成人男子から自

然排出された未熟な大複殖門条虫寄生の3例を報告し

たが,最近更に3条の虫体を得たので,それぞれの虫

体の特徴を記載し,同県における追加症例とLて報告

する.

症　例　の　記　載

症例1

患者:自○君○,女, 33才,主婦

現住所:長崎市三芳町

住所歴: 21歳まで佐賀県山和町に居住し,その後現

住所に転居,現在に至る.

主訴:腹痛,下痢

現病歴:昭和47年1月初旬より蹄2週間原因不明の

下痢が続いたが,そのまま放置した. 1月26日排便L

た時,細長いひも状のものを一緒に排出したので驚い

て某医院で受診,カマラ1t)牙を投与され数十cmの虫体

を排出した.

既往歴:特記すべきものなし.

現症:やや肥満している他ほ著変なL.

検査成績

血液所見:白血球6,400, -マトクリット値45,

好酸球2%

肝機能:正常範囲

噂好食物:魚類の刺身

症例2

患者:西○秋○,男, 40歳,造船所職員

現住所:長崎市西立神町

住所歴:出生以来現住所に居住する.

主訴:腹痛

現病歴:昭和47年4月1日より軽度の上腹部痛があ

った. 4月3日飲酒Lたところ軟便となり,翌朝の排

便時に虫体を自然排出した.

既往歴: 12年前に鈎虫症

現症:著変なし

検査成蘇

血液所見:赤血球数434万,白血球数5,600,ヘ

マトクリット値45,血色素量85.5%

(ザーリー〕,好酸球4%,網状赤血球

16‰,栓芽球13.2万

肝機能:正常範囲

検便:虫卵〔-〕,潜血反応〔-〕

噂好食物:刺身

症例3

患者:川○英○,男, 38歳,船員

現住所:長崎市岩瀬道町

住所歴: 18歳まで長崎市塩浜町19-22歳:自衛隊

〔大村市,横須賀市〕, 23-25才:長崎市塩浜町, 26-

31歳,兵庫県,その後現住所に転居L現在に至る.

主訴:全身倦怠,下痢

現病歴:昭和47年4月9日より本棟下痢がつづき,

4月18日排便と同時に一条の虫体を排出した.里19日

精査の為,長崎病院に入院Lた.

既往歴:昭和37年交通事故

現症:著変なL.

検査成績

血液所見:赤血球数425万,白血球数6,6<札　へ

てトク.)ット値42,血色素量91.5%

〔ザーリー),好酸球13.'0%,網状赤

血球?2‰,栓芽球26.4万.

肝機能:正常範囲

検便:虫卵(-〕,潜血反応　ト〕

噂好食物:刺身

虫体の観察所見

第1例

得られた虫体ほ全長154cm,最大巾部13.5mm

でその前端には長さ0.927mm,巾0.糾9mmの海

酸矩形をLた頭節を備えている.文頭部は頭端より

0.2mmのところで巾0.57mm　となる.末端部の

片節は大きさ0.57-0.73mm x 12.0-13.5mmで

横に広く分節化がみられる.片節の厚さほ横断切片で

0.73-1.12 mmである.生殖器は肉眼では確認でき

ないが棚砂カルミンによる染色標本でほ一片節に明か

に2組の生殖器が観察される.その間隔ほ体巾の絢Ii

位である.

横断切片標本では,表層に3 -5条の比較的深い縦

本港がみられる.角度層ほ厚さ4.54-6.81/Aでその

内側に角度下層,更にその内部に厚さ88-158〝の

縦走筋層及び20-70 vの墳走筋層が認められる.皮

質層は厚さ193-473*で,その中に僅かではあるが

紡錘形の卵黄腺細胞が認められる.髄質の厚さは129

-225 〃･で大きさ34-80×23-48 /^の華丸が一列に

並んでいるのが観察される.その数は横断切片標本で

平均73個が算えられる.又楕円形で大きさが89x48

〝の神経幹と円形の排胆管が認められる.

矢状断切標本でほ,西洋梨子状で大きさが324 × 189

〝の陰茎嚢と,その後に114x96〃′の貯精嚢が観察
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される.文子宵ほ3-6旋回し,虫卵ほ認められな

い.

第2例

得られた虫体の長さは463cm,最大巾部12.Omm

で頭節と頭部を欠き,その側線ほ鋸歯状を呈する.文

片節の厚さは横断切片で0.64-0.87mmを示す.莱

端部の片節は大きさ0.69-0.94xll.5-12.Ommで

長さに比し巾が広い.生殖器は肉眼では確認出来ない

那,全体染色標本では明らかに2組の生殖器が認めら

れる.その間隔は体巾の蹄指位である.

横断切片標本では表層に3 - 5其の准雛韓がみられ

る.角度層の厚さほ1.14-2.27j*で,その内側に角

皮下細胞層があり,更にその内部に厚さ朗-176A*

の縦走筋層及び15-25 〃･の構走筋層がみられる.皮

質層ほ厚さ166-333 fiでその中に少数の卵黄腺細胞

が認められる.叉髄質層の厚さは114-154lLで,大

きさ32-84x25-66 //の聾丸が一列に並んでいるの

が観察されるさ　その数は横断切片標本で平均74個で

ある.更忙大きさ73-59pの神経幹とほぼ円形の排

壮管が認めらわる.

先状断切片でほ西洋梨子状で,大きさが263x219

jLの陰茎嚢とその後部に.123x71 u.の貯精嚢がみら

れる.子宮は3-6旋回し,その中に虫卵は認められ

ない,

msm

侍らわた虫体は頭節及び頚部を欠くが.,その長引ま

458cm,最大巾部18.Ommを示し,全体が淡黄褐

色を望Lている.体節の側線は鋸歯状で分節化がみら

れる.又片節の厚さは横断切片標本で0.894-1.192

mmを示す.末端部の片節ほ大きさ　0.34-0.49 x

16.0-18.Ommで長さに比し巾が広い.生殖器は一

片節に2組が黒褐色の塊状斑点とLて肉眼でも明瞭計こ

Table 1.　Morphological data of specimens

No. 1 No. 2 No. 3

Body

length

maximum width

Head

length

width

Segment

】 ength

width

thickness

Cirrus-sac

length

width

Vesicula seminalis

lengt血

width

Arrangement of testis

Diameter of testis

No. of testis in

transverse section

No. of uterine loops

Thickness of muscle layer

longitudinal

transverse

Diameter of nerve trunk

Thickness of

cortibaJ parenchyma

medullary parenchyma

154 cm

13.5　mm

0.93 mm

0.85　mm

0.70-0.73 mm

12.0-13.5 mm

0.73-1.12 mm

324 i*

189 /i

114 〃㌔

96〝

Single layer

34-80x23-48 p

av. 73

3-6

88-185 /A

20-TO /*

89x48 〃｡

193-473 fi

129-225 〃｡

468 cm 458　cm

12.0 mm　　　　　　　　18.0 mm

0.70-0.94 mm

ll.5-12.0 mm

0.64-0.87 mm

263　ti

219 IL

123　a

70 /*

Single layer

32-84x25ー66 ii

av. 74

3-6

88-176 *

15-25 u.

73×59 ii

166ー333 a

114-154 /*

0.34-0.49 mm

16.0-18.0 mm

0.89-1.19 mm

394 p.

175 A*

114 ti

96p

Single layer

44ー96x34ー79 IL

av. 91

Branchi ng

127-215 fi

38ー68 M

66米41 u,

263-551 A*

136-234 fi
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確認出来る.その間隔は休rIJの約%伎である，

横断切J1‘では角皮層は1. 36~2.27ρ を示しその内

側に角皮下層，更にその内部に厚き 127~215μ の縦

走筋層及び 38~68μ の横走筋層が観察される.皮質

層の厚さは 263~551μ でその9'には紡錘形をした卵

黄腺細胞が多数認められる. 髄質層の厚さは 136~

234 1" でなかには大きさ 44~96x 34~ 79μ の皐丸が

一列に並んでいるのが観察される.その数は横断切片

標本で平均 91仰を示す.子宮は樹枝状に分岐し， そ

の中には大きさが 6'Ü .0~62.5x 45. 0~47. 5μ の虫卵

を充満している.叉大きさ 66x41μ の神経幹とほぼ

円形の排i世管が認められる.

矢状断切標本では大きさ 394x 175μ の陰茎嚢とそ

の後部に 114x96μ の貯精嚢が観察される.

考 察

設国における D.grandisの人体寄生例は今日まで

約55例が報告されているが，その殆んどの症例で同然

排出された虫体がその寄生に気付く発端となっている.

今回著者らが長崎県在住の成人から得た3個体の条

虫においても最初に自然排出した体節を患者自身が同

定のため持参したものである.その後症例 1，症例2

及び症例3の患者にはそれぞれカマラによる駆虫を試

みたが，そのうち症例1の患者のみで頭節を有する虫

体を排出した.

得られた頭節は大きさ，慨形ともに古賀(1938)の

それと類似し頚部の発達も著しい.叉虫体の長さは夫

々 154cm， 468 cmで， そのうち第1例左第2例の

標本は肉眼では殆んど生殖器を確認出来ない未熟虫体

である.片節の染色標本及び各種切片標本による精査

でようやく D.grandおと同定された.一方第3例の

虫体では各体節2組の生殖器が肉眼でも黒褐色の塊状

斑台、として認められる成熟体節である.ji節はし、ずれ

も長さより巾が広く，末端部て、はそれぞれ最大巾13.5

mm， 12.0 mm及び 18.0mmで分節化がみられる.

更に内部構造の所見として第 1ØU と第 2 例では 3~6

旋回する2組の子宮と若干の卵黄腺細胞，髄質内には

文

皐丸，神経幹及び排出:管がみられるが，総体的に生殖

器の発育が未熟である. これに比し第3例では子宮の

発育がよく，その中には小蓋を有する多数の虫卵を蔵

している.又皮質内には多数の紡錘形嚢胞状の卵黄腺

細胞，髄質には発達した皐丸が観察される.

森下(1964)，加茂(1969)らはこれまで D.grandお

と同定されている標本のなかにはかなり外見の異なる

ものが含まれていることを指摘している.

今回著者らが得た3個体の虫体会みると第l例及び

第2例と第3例の虫体との聞には発育の差とそあるが，

その外部形態及び内部構造の諸特徴から，いずれも加

茂 (1969)による D.gγαndisの標準型に属するもの

と考えられる.

尚感染源についてはこれまでの報告と同様明かでな

いが，いずれも刺身を好んで食していることが注目さ

れる.

まとめ

長崎県在住の3人の成人男女から排出きれた条虫3

個体を得，その形態を観察した.尚第 1例は入院後の

駆虫によって頭節が得られた完全な虫体で，第2例及

び第3例は体節のみの標本である.

頭ilii及び虫体々節についてその特徴をみると，頭節

は古賀(1938)に類似し，特有の海酸紫形を呈する.

片節はいずれも長さより巾が広く，末端部の側縁は分

節化が認められる.又内部構造の所見としては，第1

例及び第2例ともに-n節に2組の未熟な子宮と皐丸
をそなえ，第3例では発達した2組の子宮内に多数の

虫卵を蔵している.以上の所見から第1例及び第2例

は大復殖門条虫の未熟虫体，第3OUはその成熟体節と
同定される. これは長崎県における第12，第 13及び

14例で我国における第56，57及び 58番目の痕例にあ

Tこる.

稿を終わるにあたり御指導，御校関をいただいた片

峰大助教授に深く感謝致します.

本論文の要旨は第25回日本寄生虫学会南日木支部大

会において発表した.
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Explanation of figures

Fig. 1-6. Case No. 1.

Fig. 1. Whole shape.

Fig. 2. Scolex, lateral view, (Scale-1mm)

Fig. 3. Proglottids from the posterior part of strobila.

Fig. 4. Horizontal section from the posterior part of segment｡(Scale-0.5 mm)

Fig. 5. Portion of a transverse section to show details of the central field.〔Scale-0.5mm)

Fig. 6. Sagittal section passin官through the genital pore. 〔Scale-0.3mm〕

Figs. 7-ll. Case No. 2廿

Fig. 7書　Whole shape

Fig. 8. Proglottids from the posterior part of strobila.

Fig. 9, Horizonta一 section from the posterior part of segment｡′Scale- 0.5 mm二)

Fig. 10. Portion of a transverse section to show detail of the central field｡:%Scale-0.5mm)

Fig. ll. Sagittal section passing through the lateral field (Scale-0.3 mm三)

Figs. 12-16. Case No. 3.

Fig. 12. Whole shape.

Fig甘13. Proglottids from the posterior part of strobila.

Fig. 14. H(mzontal section from the posterior part of segment.も､Scale-1mrrO

Fig. 15. Portion of a transverse section to show detai王of the central fie一d, 〔Scale-0.5mmヨ

Fig, 16. Sagittal section passing through the genital pore.しSca王e-0.5 mm;
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